





























































































































  1 年齢（35歳・45歳・55歳）、校種の違う受講者
  2 予備講習の全体構想で心がけたこと「新しい研修の提言」
  3 事前説明会で心がけたこと「現場教員の不安を取り除く」
  4 日程で心がけたこと「5日間ですべて修了する」
  5 他大学の一般的な講習スタイル










  1 講習を進める上での必要事項r教務・学生サービス課とのコラボ」
  2 免許状更新講習受講者の評価r平均8割以上の満足度」
  3 外部講師の評価r教職の熟練者からの貴重な改善案」
  4 成果と今後の課題
2．10年経験者研修と免許更新講習について
  1 自分の子どもたちには、もうこの仕事を勧められない
  2 校外研修の出張に出たがらない教員
  3 福井県の1O年経験者研修の概要
  4 10年経験者研修にみられる現職研修の意味
3．免許更新講習と教職犬学院との関係
  1 これからの社会と教員に求められる資質能力
  2 福井大学「教職大学院」における省察的な実践






















































































































































































































































































  平成20年8月5日～8月6日 全12時間

































































































































チーム構成 1チーム 2チーム   3チーム   4チーム 5チーム
8月 5日 ．繍繊熱 ．灘簾蒲絞緩
．・“．1・l l・抽上一軸1｛・一
1灘簿麟．譲
8月 6日 縮雛1鐘1ミ1≡1 綴深絞鐸≡1 …簿簸羅一．
8月 7日 鯛姦鱗欝11 灘幣琵絞髭一 搬≡薮醸．、 勧臓簸111蒙
8月19日 11徽鰯≡灘熱 ：l1癬擦、簿． 間脳薮醸． 灘≡麟鎌111
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   た。進行役として気をづけたことは、「特に伝えたいことは何か？」ということに焦点化して話し
   てもらうことである。）
6 整理の時間15：30～16：30
  （受講者は、講義要約の作成や実践記録の読み込みの続きを行った。また、講習を通して学びの履






   実践記録を読んだことのない人にも分かりやすく伝えるということでアドバイスを行う。進行役
   としては、ただ単に実践の概要報告にとどまるだけでなく、受講者のこれまでの教育実践の省察
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   だけ多くの校種のメンバーと交流・対話することをねらっている。このコラボレーションを通し
   て、実践の省察を更に深められたのではないか。進行役としては、できるだけ受講者が安心して
   意見の言える雰囲気づくりを心がけた。
   また、その実践から何を学び取るかということを大切にして、質疑がからむよう配慮もした。）
4 事例検討報告会15：10～15：40
  （元のチームに戻って、クロスセッションでのやりとりについて語り合った。この中で教師が学び
   会うことの意味や同僚性の構築、協働によるコミュニティづくりの大切さ等に気づく意見が多数
   出された。）
5 講習全体の補足説明、評価アンケートヘの協力15：10～15：40
  （実務家教員として、福井大学の今回の講習の目的について、全体の場で補足説明を行った。内容
   は、多忙化の中で、なかなか実践記録を読み込んだり、校種の違う先生方と対話・交流したりす
   ることが出来ない現場の実情を踏まえて、今回の講習内容を設定してきたというプロセスのこと
   をまず説明した。そして、それぞれが自分の実践の省察をじっくり行うことや記録としてそのこ
   とを書き留めておくことの意義について、自分の経験談を話した。最後に、文部科学省が設定す




   高校教諭から「実践記録を書かない教員は本当に実践力がつかないのか？」という質問があった
   が、省察して記録することで実践力が一層高まる旨の補足説明があった。）
2 自分自身の実践の省察と記録化10：00～12：00
  （自分の教育実践を省察し、どうしても書き留めておきたいことを自由に語ってもらった。その中
   で教員各自は、それぞれの実践経験を跡づけ直し、今後の取組の展望をまとめていった。私自身
   は、それぞれの教員のライフヒストリーを聴く読者のような立場で、もっと詳しく聴きたいこと
   や確認したいことなどを盛り込むようにした。聴くときに特に心がけたことは、抽象的なことを
   具体的に語ってもらうことと、コミュニティにおいて協働をどのように意識して仕掛けたかとい




   受講者の相談を受ける中で問題になったことや確認しておきたいこと等についても共通理解した。
   受講者は実践の省察を引き続き記録化した。）
4 互いの構想を聴き取り、意味を探る王5：00～16100
  （チーム内で互いに進捗状況を確認し合った。気をづけたことは、指導というよりも話し合うこと
   が作業の意欲化につながるようアドバイスした。）
5 整理の時間と評価アンケートの実施16：oo～16：30
   （受講者は、3日間の講習内容の整理やポートフォリオづくりに取り組んだ。大学スタッフから最
   終的に提出するものの確認やポートフォリオづくりのねらい等の補足説明があった後、2回目の
   アンケートが実施された。）






   に対して「コミュニティとしての学校」に係る実践の省察の記録化、まとめ方について再度確認
   を行った。
   ポイントとしては、
   ①自分自身の実践の省察として、大きく1本にまとめて提出してもよい。
   ②他の優れた実践記録の報告書1本と自分自身の実践の省察1本を組み合わせて提出してもよい。
   ③1年程度の短いスパンでの実践の省察だけでなく、もっと長いスパンでの省察でも構わない。
   ④コミュニティの考え方としては、地域との連携だけでなく、校内の研究組織の活性化やいろい
    ろな壁を乗り越えて協働で学び合う仲間づくりというような捉え方を大切にする。
   ⑤成功事例だけでなく、失敗から学んだことや忘れられないエピソード、大きな転機等も盛り込
    んで、物語りのようなストリー性を大切にした記録づくりを心がける。
2 スタッフミーティング、個人探究10：00～12：00
   （昨日に引き続き2回目のスタッフミーティングを行い、次年度に向けての改善案を自由に出して




   大切にして実践をしてきたか、具体的に表現するようアドバイスした。）
4 チームでの読み合わせ15：00～16：00
   （文章に打ち出したものを互いに交換して意見交換を行った。）
5整理の時間16100～16：30
   （受講者は記録化の作業を継続したり、これまでの講義のポートフォリづくりを行ったりした。ま





   （午後のクロスセッションのメンバー表の人数分の印刷については、大学側の事務局で対応した。
   印刷機やコピー機が配置されていたので、何とか時間内に全ての印刷が完了した。なお、この実
   賎の省察に関する報告書づくりの履歴については、各チームにメモリースティックを配布してお
   き、その都度、消さずに保存してもらった。このことにより、受講者本人が、地道に練り上げて
   いったプロセスを証拠として大学側に保管することができた。）
  昼食休憩




   分だちの実践の省察を印刷したものを配布して報告し合った。私は進行役として、特に伝えたい
   ことを中心に話をしてもらうことやコミュニティにおいて協働を推進する上で苦労した点などに
   焦点化して話を進めるように事前に説明しておいた。全ての人にそれぞれの感想を話してもらい、
   また、更に書き加えてほしいと思うようなリクエストについても積極的に出してもらった。感想
   としては、校種や年齢にかかわらずどのようなメンバーとでも学び合えることがよく分かった。
   どの教員もプロフェッショナルの教師だと再認識した。実践を省察し、子どもの姿から学び取れ
   ることを積極的に伝えあっており、本当に感激した。初めは自分の発表の持ち時間が40分ぐらい
   もあることに気をもんでいた人も結局は時間が足りないというように話し込み、話し合いは大変
   盛り上がった。受け身ではない主体的な取組になったことは、大きな成果である。）
4 事務連絡と3回目の評価アンケートの実施15：30～16：30
  （提出物の確認と今回の予備講習の評価についての最終的な説明を行った。この中で優秀な実践の
   省察については、次年度以降の貴重な教材として印刷して活用したい旨のことを伝えた。その対
   家となる受講者には、後日、そのことの承諾の有無について了解をとった。評価アンケートの後、
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く受講希望地はどちらですか？＞
  ①嶺北 …485名
  ②嶺南 …93名





































































































    職生活の中で活用や自らの研修での継続した学習が見込まれる。
設問9 受講前よりも講習内容への興味が深まり、自分の苦手分野の克服の一助となった。
設問10教職生活をふり返るとともに、教職への意欲の再喚起、新たな気持ちでの取組への契
    機となった。
設問11全体を通して、他の教員にも勧めたい講習であった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「1 強く思う」 「2 だいたいそう思う」 「3 あまりそう思わない」 「4 全













































































































































































































































































































































































   1）中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」2006年
   2） 中央教育審議会教員養成部会報告「教員免許更新制の運用について」2007年
   3）教育再生会議第一次報告r社会総がかりで教育再生を～公教育再生への第一歩～」














































































































































































































































































   （教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など）
 ②教育の専門家としての確かな力量
   （子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力、学習指導・
    授業づくりの力、教材解釈の力など）
 ③総合的な人間力
   （豊かな＝人問性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュニ
   ケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと）
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   ・「元気福井っ子新笑顔プラン」に代表される少人数学級編成
   ・教育研究所が実施する学力調査の長期にわたる継続
   ・福井型コミュニディスクールの実施
   ・人事考課に対する慎重な姿勢
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